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１．研究概要（目的・狙いなど） 

私たちが今回注目したのは「食品ロス」という問題です。「食品ロス」にはコンビニ弁当の廃棄などだけではなく、香川県の讃岐うど

んのような郷土料理も含まれています。私たちはこの「食品ロス」を焼却したり埋め立てたりせずに、別の使い道がないのかと考えま

した。 

２．研究テーマの現状分析（歴史的背景、マーケット環境など） 

「食品ロス」は、日本をはじめ様々な国と域で取り組まれています。たとえば日本では、「NO－FOODLOSS プロジェクト」という取

り組みがされていたり、世界でも、国際連合食糧農業機関（ＦＡＯ）が 2011 年から「SAVE FOOD」キャンペーンを実施した

りしています。つまり「食品ロス」は世界でも注目されており、解決策が求められている問題です。 

３．研究テーマの課題 

現在、食品廃棄物は約２８０１万トンあり、そのうち可食部分は約６４２万トンです。その可食部分を「食品ロス」といい、そ

のうちの約 23％は肥料や飼料などに使われていますが、約 77%は焼却・埋め立てに使われています。つまり、約 77%が無駄に

なっているということです。 

４．課題解決策（新たなビジネスモデル・理論など） 

私たちは、約７７%の食品ロスをどうにかできないかと思い、規格外の野菜と廃棄の讃岐うどんを、真空フライ加工という技術を

使ってお菓子にしようと考えました。このお菓子を作ることにより、少しでも「食品ロス」を減らすためのアプローチの一つになればと思

います。 

５．研究・活動内容（アンケート調査、商品開発など） 

真空フライ加工が世間に知られているか、家庭用があれば購入するかなどの調査をするために、梅田や大学でアンケート調査を

行いました。また、規格外の野菜のことを知るために、農林水産省や JA などに話をお伺いして、お菓子作製のためにさぬき麺業さ

んに廃棄のうどんを分けていただきました。そして、真空フライヤーを扱っているアトラステクノサービスさんに企業訪問し、私たちが提



案したうどんと規格外の野菜を使ったお菓子の制作にご協力いただきました。そして、おいしくなるように試行錯誤し、私たちも社長

さんも納得のいくお菓子を作ることができました。 

６．結果や今後の取り組み 

これによって出来た商品を「MOTTAINAI シリーズ」と名付けました。これは、地域から出た野菜や果物の規格外品と地域独自

の料理とを材料とし、真空フライ加工を使い作った新たな食品です。これを様々な地域でやってもらうことで、地域から食品ロスを

無くし、地域の活性化にもつながります。 
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